
在玄豆長

日本文学と風土

Japanese Literature and “Fu do” 

長谷章久※

Abstract 

The meaning of the term Fudo in Japanese is broader 

than that of the original Chinese word, which meant simply 

natural environment. Fudo refers not only to the natural 

environment but also to historical and cultural factors. 

As a result of the perticular Fudo or of certain places 

in Japan, Japanese literature developed certain characteri-

stics which are unique in comparison with the literature 

of other countries. 

A breef explanation was given of the background tot he 

establishment of the Nihon-bungaku-Fudo-gakkai (or Society 

for the study of the influence of fudo on Japanese liter-

a tu re), and of the Society’s fundamental approach. 

To exemplify his general theme, the speaker described 

the relationship between the fudo of Kyoto and literature 

related to Kyoto. 

※ Hase, Akihisa 〔現職〕 埼玉大学教授
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It is important for the comprehension of a literature to 

set the object of study in it’s particular time-space situa-

tion, taking account of both natural environment and cul-

tural factors. 

本日は、お手許のレジメにありますように日本文学と風土との関連につい

てお話致します。とりわけ乙の会場には異国から日本文学の研究に来られた

方々が多数おられますので、世界文学の中で独自性の強い日本文学をどのよ

うに把握するかについて、私の話が多少御参考になれば倖と考えております。

さて、現在日本文学を研究するための学会は、私の承知する限りで30団体

近くあります。乙れに研究会を名乗る各種の団体を加えますと、その数は更

に多くなりましょう。これらの学会は、例えば上代文学会・中世文学会・近

代文学会の如く時代別のものもありますし、和歌文学会・説話文学会・俳文

学会の如くジャンル別のものもあり、更に解釈学会・表現学会・日本比較文
グループ

学会のように時代やジャンルにかかわらぬものもあります。乙の第3の分野

に属する学会のーとして、私どものおこなっている日本文学風土学会がある

わけで、風土という空間性を問題としながら実はその背後にある時間性をも

考慮しておりますから、乙の学会はいわば文学史学会の性格をも備えている

ものであることを御承知下さい。

われわれの学会の名称となっている風土という熟語は、もともと中国から

渡来した漢語で、本来は水土と同様自然環境を指すことぼでありました。即

ち風は気象・気候条件、土は地理・地味の条件と解する乙とができます。た

だ中国人と日本人とでは、国土も民族も歴史も異なっていますから、風土と

いう乙とばも日本に入って来ると、その解釈が多少違ってまいります。 8世

紀初頭、われわれの祖先は風土記を編纂しました。乙の本の作成を圏内諸国
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とあったととは、よく知られています。「郡郷名JK 「著好字Jとあるのは、

当時一字名や三字名の地名が少なくなかったのを、中国の地名にならって二

字に統一しようと計った乙とも考えられますが、また日本語には霊性がある

と信じていた古来の言霊思惣も決して無関係で、はなかったと思います。その

あとの鉱産物や動植物の種類や名称、さては地味・地質について報告を求め

ている乙とは、地誌としての本書の性格上当然だとしても、問題は更に「山
フル ヲセテ ニ セヨ

川原野、名字所由、又古老相伝 旧聞事載 子史籍言上 jと記されて

いることです。地名の由来や局地に伝わるいいったえなどは、元来乙の種の

書物には不必要な事項と考えられます。然し、それを敢てし、しかもその後

でき上った各国風土記でこの叙述がいかに多くの分量を占めているかを思え

ば、乙の時代既に風土の語に対し、日本人特有の思考のあった乙とを示すも

のといえましょう。

東洋人は自然に密着した考え方をするのに対し、西洋人は自然と対立した

考え方をするとは、よくいわれるところです。一つには西洋とりわけヨーロッ

パ南部の自然が非常に穏かで、人間は乙れに安住し、場合によっては自然を

克服・利用する態度に出るという和辻哲郎博士流の考えかたと関係があるか

もしれません。西洋の合理的・科学的精神は、乙乙から生まれたと同博士は

説くのです。これに対し、東洋特にモンスーン地帯では湿度と暑熱それに台

風が猛威を振い、人間は自然への忍従を余儀なくされるとともに、できるだ

け自然と順応して過そうとして来ました。牧畜と肉食を主とした生活と農耕

と菜食を主とした生活の差もここから生じたといってよさそうです。
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ただ日本の場合は、同じ東洋にあっても、立地条件と民族性から乙の現象

がより顕著にあらわれていると称して過言でありません。印度では仏教哲学

が、中国では儒教や老荘の哲学が生まれましたが、日本では神道の単純明快

な論理以外考えょっとされませんでした。ただし、これらの先進文化の吸収

に関しては別問題です。たとえ当初は新たに接した先進文化に眼をみはり、

その受容につとめはしましたけれど、やがてこれらは日本的に改変されて自

分のものになりました。文学の場合に限ってみても古代特に9世紀における

唐文学は、日本に多大の影響を及ぼしました。しかし、 10世紀に入るとこれ

を踏まえながら独自の文学の花を咲かせたのです。 19世紀末、明治維新後に

おける西洋文明の吸収も同じことだと考えられます。確かにこのときは全く

異質の文明にひ’っくりしましたが、 100年あまり経過した今日、ふり返って

みると日本人はこれらを阻脅し、活用するだけの素地を伝統的に備えて来た

のです。

これらの外来文化を受容して、それでは日本人が全く別の思考をするよう

になったかというと、決してそうで、はなかったと思います。 ．

日本人は元来主情的な民族です口主知的なあるいは主意的な外来文化に接

して、その一部をとり入れることに成功はしましたけれど、現在のわれわれ

も、奈良・平安時代の人々も基本的には同じ考えかたをしていると考えられ

ます。かつて久松潜一博士は、各時代における日本文学の特色を、上代はま

こと、中古はあはれ、中世は幽玄、近世は寂や意気の如く規定されました。

時代的特色からいえば、この分類はあたっているでしょう。しかし、全体を

通じてこれらの美意識がいずれも大層感情的否感覚的な性格のものであるこ

とに気づかれる筈です。

我々文学研究に携わる者は、もとよりその研究に対して目的をもっています。

あるものは書誌学や本文批評あるいは注釈の如き基礎的研究に一生をかける

でしょうし、あるものは文学批評や文学史のような本質的研究に情熱を傾け

るでありましょう。私自身は文学研究はとりもなおさず人間研究だと考えて
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おります。従って日本文学が世界文学の中でもっている顕著な性格は、日本

人そのものの徹底的な究明なしに証明が難しいと思っているわけです。

日本人に通有のものの考えかた、即ち民族性は、それではどうして生まれ

て来たのでしょうか。日本人のいう「風土jには特別な意味がありますが、

それをことで確認する必要がありましょう。乙の「風土Jこそが日本の民族

性を形成する上で非常に大きな役割を果していると考えられるからです。「風

土Jは今日「政治的風土」とか「経済風土jの如く、至極暖昧に使われてい

ます。それでいて日本人なら乙の乙とばの背後に、共通したある観念を漠然

とながら抱いていることは確かです。

日本人が認識している「風土Jとは、単なる自然環境の同義語ではありま

せん。ハイデッガーは人間の存在構造を時間性として捉えようとしました。

和辻博士がこれにあきたりず風土という空間性を問題としたのは、そこにも

主体的な人間存在の構造契機を認めたからです。いま我々は、朝に晩に寒さ

をおぼえつつありますが、乙れは「寒さくを感ずる〉とき、我々自身は既に

外気の寒冷のもとに宿っているjのであり、同時に「寒さ自身のうちに自己

を見出すJことにもなっているわけです。和辻博士はこうした現象を寒さを

「感じるJ（寒さ「の意識J）のは、指向的体験であり、乙の体験において主体

は既に自己の外に、つまり寒さのうちに出ているものとして（超越）、その当

の自己なのだと説明しています。乙の論は、現象学でいう「指向」・「超越J

や、ハイデッガーの実存（世界一内一存在）の考えかたと関連していますけ

れど、近代哲学のこのような思考法のほかに、例えば中世後期の五山の禅僧

たちの如く「自分は山に対坐してとれを見ている」「だが、その山も同時に自

分を見ているJとする認識論が古くから日本にあった事実を忘れてはなりま

せん。（唐木順三 「日本人の乙乙ろの歴史J等参照）

文学研究に際して「風土Jをとりあげるのは、このように「風土」が「自

然環境」と違って大きく日本文学に作用しているからにほかなりません。

なるほど物的な自然環境は、洋の東西を問わず、人聞になんらかの影響を
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与えるものです。イギリス人気質とかフランス人気質、あるいはアメリカ人

気質などは、民族としての特異性とともに各国の自然環境があずかつて力が

あったでありましょう。イギリスのように日本と同じ小さな島国でもイング

ランドとスコットランドとでは気候も土地も違い、それが住民性ひいては文

学にも作用していることは確かです。

問題は、その自然を人聞がどう扱うかにかかっているのではないでしょう

か。ドイツにはヘーゲルのGeophilosophie・ヘルパッハのGeopsyichologie

などと共にGeoliteratur の考えかたがありました。「ありましたJと過去形

で述べたのは、第2次大戦中まで幅を利かせていたJosephNadler流の方

法が、今日すっかりタブー視されてしまっているからです。一方、フランス

でgeographielitterailesがデュプュイやフェレ等によって次第に盛んにな

りつつあるのは、皮肉な現象といわねばなりません。

日本にあっては1940年代に久松潜一博士がはじめて文学地理の構想をうち

出されたのですが、乙れはヘルパッハのGeopsychologieに啓発されての所

論でした。久松博士はその後風土文学の語を用いられるようになり、いまで

は風土文芸学の呼称で一般化するとともに、これを対象として学会活動がお

こなわれるまでになったのであります。乙の学会は規模こそまだ小さなもの

でありますが、とにかくこうした研究分野で学会が存在する事実は、それだ

けで日本文学そのもののもつ特異性を裏書きするものといえましょう。

それでは学会が発足した理由、即ち日本文学の特異性について具体的な例

をあげながら簡単に説明することにします。

サンツェンシェンローチaウライツゥアン テイツァイシンツ .1ンツイコレン

山城顕楽旧来伝 帝宅新成最可憐
チャウイエタウピインチエンリーワン サンホーサンメエースー”倉

郊野道平千里望 山河壇美四周連
シンチンロー ピンアンロートー ワンネンツゥヮン

新京楽平安楽土万年春

（類衆国史第72歳時）

乙れは桓武天皇が延暦13年（794）に平城京から平安京に遷都した翌年の正
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月、新京の内裏に群臣の宴を催したときの踏歌です。そのとき、乙の新京讃

歌は唐音でうたわれ、人々の拍手を浴びました。それ以後9世紀にかけて、

宮廷の文学が漢詩文一辺倒であったことは御承知の通りです。乙の新京讃歌

は、 400年にわたる平安文学の基本的美意識ともいうべき「あはれjの語を既

に含んでいますが、そのほか平安京の立地条件がいかに優れたものであるか

を謡歌している点に注目していただきたいと思います。

上代における山背国は、いま山城固になりました。日本列島のほぼ中央、

内陸部の盆地にあったということでは、平城京も平安京も変りがありません。

だが、南北僅か30キロメートル隔っただけのこの二つの都には、水利の上で

決定的な相違がありました。大和盆地は河川に乏しく、古くから人口の池を

造って濯瓶にあてていたのに対し、山城盆地では貴族の寝殿造りの邸宅の南

庭に遺水・泉殿・釣殿が設けられ、巷l乙掘抜きの共同井戸の施設があるなど、

すこぶる水に恵まれていました。豊富な水は、また植生の変化をもたらしま

す。落葉樹が秋になって葉の色を変える（もみづ）さまを万葉集で黄葉と記

し、古今集で紅葉と記す理由も、両地の植生にかかっているのです。平安京

に特有の気象状態と文学の関係については、最近群馬大学の高橋和夫教授が

労作（「日本文学と気象J中公新書）を発表されましたからそれに譲るとして、

もう一度新京讃歌を取上げましょう。

この讃歌が唐音でったわれた事実は、当時の宮廷人の唐文化への傾倒ぶり

を遺憾なく示しています。彼等はこの七言詩を一見しただけで、直ちにその

意味を解するだけの能力を備えていただろうと思います。ただ唐音でうたわ

れたとなると、その発音から意味を悟るのは難しかったのでありましょう。

その代り、耳馴れぬ中国語にエキゾティックな、また本場ものという感じを

抱いて興味をかきたてたのではないでしょうか。乙の詩を訓読すれば、

山城は楽しみを顕わすと旧来伝う

帝宅新たに成りて最も憐む可し

郊野道平らかにして千里を望み
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山河美を檀にして四周に連なる

となって、当然日本人にはわかり易い筈です。

しかし、それでは折角伝・憐・連という押韻を用いながらこれを無視する乙

とになり、わかり易い散文詩の形になってしまいます。乙れが当時の知識人

には耐え難いことだったのでしょう。

その後の100年聞に、清雲集・文華秀麗集・経国集の三勅撰漢詩集をはじめ

数々の唐風作品が現われました。嵯峨天皇の弘仁衣服令に、~今貴族たるも

のは男女を聞はず私邸にあるときも唐服を着用せよの規定があるほど唐文化

に心酔していたのですから、漢詩集勅撰の乙とがあっても怪しむに足りま

せん。しかし、乙れらの漢詩は敢て唐音でうたわれはしませんでした。むし

ろ形は唐詩でも日本的な散文詩として享受されたと見るべきだと思います。

そして経国集に載った有智子内親王の「春日山庄」の如きー詩が出はじめま

す。

寂々幽庄水樹裏仙輿一降一池塘

栖林孤鳥識春漂 隠澗塞花見日光

泉声近報初雷響 山色高晴暮雨行

従是更知恩顧渥生涯何以答寄蒼

初代の賀茂斎院となった有智子内親王は父帝嵯峨天皇の行幸を仰いだとき、

乙の詩を作りました。

私は平城京や平安京の位置即ち北緯35度前後であることが、奇しくも唐の

都洛陽や長安とそれほど変っていないことに興味をおぼえています。この事

実は、季節の推移はもとより、太陽や月の角度にも共通するものがあるから

で、おそらく遣唐使の一行は目的地に着いたとき、こうした自然環境に関し

てはきしたる違和惑をもたず、日の本も唐も変りはないと考えたであろうと

類推せずにいられないのです。唐の都が仮りに北緯24度線以南の広州とか油

頭あたりにあったとしたら、三蔵法師が西域を旅したときにも似て、文化の

受容に抵抗が強かったと思います。
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それはさておき、大陸の唐の都と、島国の平安京とでは、もとより自然環

境にさまざまな相違があります。それが有智子内親王の乙の詩に現れている

といえないでしょうか。とりわけ三勝目の「泉声近報初雷響 山色高晴暮雨

行jの表現は、晩秋から初春にかけ、一日のうちに微妙な変化を遂げて止ま

ない平安京の自然を見事にうたいあげていて、乙の地ならではの産物といえ

るのです。

平安京は延暦13年（794）乙のかた慶応4年 (1868）に至るまで、 1千年の

余も王城の地でありました。この間政治の中心が鎌倉や、江戸に移った乙とは

ありますが、それでいて京都は文化の中心の役割を終始果し続けて来ました。

夏は暑く、冬は底意地悪く寒い盆地通有の気候が一時現われはするものの、

水と樹木l乙恵まれ四季総体としてはしっとりと美しい乙の地の風物は、一千

年もの間絶えず文学にとりあげられ、謡歌されて来たのです。そして、乙の

中から文芸特有の風土が生まれました。例えば歌枕です。歌枕とは元来都人

とは縁の薄い、地万における名所で観念的に詠歌の素材になり呼号るものです

が、契仲が21代集の中からこうした歌名所を抽出した「勝地通考jによれば、

全国 894か所のうち山城のそれは 154か所にのぼり、乙の地の名所が歌人に

如何に親突きれていたかがわかります。それもこれも山城の微妙に変化して

やまぬ気象や四季折々の風物の美と結びついての乙となのですが、長年月に

わたってこれらの歌枕が活用された挙旬、山城盆地の自然が南北l乙細長く風

土差に富む日本列島において、一つの規範と目されるようになって来るから

不思議です。京都とその周辺の地名が、地方においてし1かに数多く踏襲され

ているかという乙とは、昔日の都への憧慢の一端として説明するまでもありま

すまい。だが、源氏物語の巻名ともなっている野分が、京都同様一種情趣あ

る秋の現象として、年間平均風速が京都の 2倍も 3倍もある地方で承認され

ている事実は、日本人の観念を現わすものとして重視せざるを得ません。

吹き飛ばす石は浅間の野分かな

芭蕉は更科紀行の帰途、信州浅間山麓の強風を乙う詠みました。芭蕉は風
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土差に一応の関心を抱きはしたものの、野分という乙とばの背後に京都風の

情趣美を感じとっていたに相違ありません。当の芭蕉が自然への帰ーを「風

雅の誠」即ち文芸の本質と考えていた事実は、大層我々の興味を引きます。

彼は「松の乙とは松に習へ、竹の乙とは竹に習へ」ともいいました。自然、と

人間との一体観、乙れが風土というものだと思います。中世の歌人が題詠一ー

その中には勿論自然詠とありますーーを乙ととしていた理由も、同様の観念

があったからではないでしょうか。やまと歌が短詩型化の一途を辿ったのも、

単一民族、単一文化がもたらした観念の共感性があったれば乙そで、その際

平安京乃至京都の風土が規範として重要な役割を果していると考えられるの

です。

今日では、首都の東京のみならず全国にわたって創作活動が盛んですが、

乙れらの文学を追究する場合、作家の人格形成や作品のテーマに必然的に作

用してやまない各地の風土を無視しては、真の理解に達し得ないでありましょ

つ。

要するlとととでは、人間存在の究明同様、文学の究明にあっても時間性と

空間性、換言すれば歴史と風土のもつ重要性を認識し、両軸の座標上に対象

を見すえる乙とが必要だと強調したかったのです。

討議要旨

アンドレ・デルテイユ氏（パリ第三大学大学院生）より、幸田露伴の文学

を引用しながら、日本的とか東洋的とかいった風土というものを文学成立の

要因として強く意識することに危倶はないかとの質問があり、発表者より、

その乙とについてはもう少し例を多くして説明したいので、他の機会に回答

の場を与えられたいとの回答があった。

ドナルド・キーン氏（コロンピア大学教授）より、文学と風土という乙と

を語る場合、京都が象徴的なものとして考えられるが、しかし京都の風土の
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みで京都で発生した文学の特徴を理解するのは無理と思われる。日本には京

都と極似の自然的風土のと乙ろもあると思うが、そとではやはり京都の文学

と違ったものが生れるのではなかろうか、との感想があった。発表者より、

京都は奈良とほぼ類似の自然的条件をもっているが、水の豊富きが違う点等

から、長く都が存在し得る土地となったと思う、が、そういう人間の生活の

長い歴史と、その中に生れた情趣というものが、風土という言葉を発する場

合に大きな背景となってひかえているとの返答があった。
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